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論じたい。「ヒェレテ」のイコノグラフィーに関しては以下参照。P. Konis, “The Post-Resurrection Appearance 
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5．図像配置における地方性の問題
　  
　いくつかの理由ある変更があるにせよ、単廊式バシリカ聖堂において、キリスト伝は基本的に
時計廻りに連続して並べられる。しかしこの原則ではまったく説明のできない作例が、ビザンティ
ンの辺境マニには残っている。前述カフィオナのアギイ・テオドリの説話配置に、何らかの原則
が見られるであろうか（図 12）。本来は西壁に並んで描かれてよい「聖母の眠り」と「変容」が、
それぞれ西壁に接する北壁と南壁に分かれている。「降誕」と対置させられているのは、「神殿奉
献」と「聖母神殿奉献」の 2図像である。ユダヤの神殿に赤子を捧げるという主題の類似性はあ
るものの、キリスト伝にマリア伝を挿入する試みは類例を見ない。
　ツォパカ村聖テオドロス聖堂（図 13）34は、いっそう不可思議である。説明可能なのは東の「昇
天」と、それに接する幼児伝 2図像「降誕」と「神殿奉献」、そして現実の洗礼儀式に用いられ
たと考えられる南西ニッチの「洗礼」くらいで、他は無作為に説話を散りばめたとしか思われな
い、何の秩序もない配置になっている。あるいは、私たちには思い及ばない、何らかの意味がこ
こにはあるのだろうか。こうした配列が、首都の何らかの作例の系譜を引いているのか、あるい
は画家の無知によるものか、私たちは判断の材料をもっていない。しかし単廊式聖堂の説話配置
が単純な原則によるものばかりでない、という事実を忘れてはならないだろう。
【後記】本稿は科研費基盤研究（B）「バルカン半島中部における文化的多様性の歴史的研究」（代表　益田）
の成果の一部である。
　
34　Ibid., pp. 29-53.
図 1　クルビノヴォ（マケドニア）、
聖ゲオルギオス聖堂、1191年
図 2　プリレプ（マケドニア）、
聖ニコラオス聖堂、13世紀末
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図 5　ヴェリア（ギリシア）、救世主キリスト
聖堂、14世紀初頭
図 3　カストリア（ギリシア）、
聖アタナシオス・トゥ・ムザキ聖堂、
1384／ 85年
図 4　カストリア、聖ニコラオス・トゥ・
カスニヅィ聖堂、12世紀末
図 6　テサロニキ（ギリシア）、聖ニコラオス・
オルファノス聖堂、14世紀初頭
図 7　カストリア、聖ステファノス聖堂、
13世紀初頭
図 8　オフリド近郊レシャニ（マケドニア）、
シ・スヴェーティ聖堂、14世紀後半
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図 9　オフリド、聖ニコラ・ボルニチュキ聖堂、
14世紀後半
図 10　カッパドキア（トルコ）、トカル・
キリセ旧聖堂、10世紀半ば
図 11　カッパドキア、チャヴシン地区、大鳩
小屋の聖堂、965年頃
図 12　マニ（ギリシア）、カフィオナ、
聖テオドリ聖堂、14世紀　
図 13　マニ、ツォパカ、聖テオドロス聖堂、
14世紀
